
　　　　　延長　高低差　雫均脈幅　比重　t
l『種子川　　　　，　　　30　×　マ　×　、2　×「2・7＝2・8×103　、

1、麟／西谷・20×1Q×襟1：1二1：1器
　　矧；讐搬搬1●1・×2．7＝1．5×、伊

　　　　　　　　　　　合計16．5×103
印ち推定約6・500tを計算し得る。

然し蛇紋岩に関係ある此種鉱床は下部への発達著しい

るものであるので，開発の進捗するにつれて鉱量は上記

母計算値あ数倍に増加するであらう。　・

　　　　・6．調査當時の情況
東鉱山は開発潮く緒に就いたばかりで，種子川鉱床は．

錨入坑が着脈し，これから採掘に掛るところであり・鉱

一石蓮搬9軽索ほ準備中であつた・中尾谷鉱床は最初に東

谷め一号坑，二号坑り鑛入坑を匪墾し，採掘計画を樹て．

る程度で，鉱石搬出の．エンドレス索導もこれから資材を

モ集める処である。

　’從業員は20名余りで，なお募集中であつ

た◎

　設備は事務所噂練，詰所二棟あるめみで，

「’選鉱場，貯鉱場等逐次建設め計画があつた。1

　昭和23年S月の報告によれば日産別に及

んだとのことでる0

　　7．結語及び意見
本鉱山の鉱床は結晶片岩に滋入した蛇紋岩の噌部を交

母た脈緯床で・露頭の規模は灘知られているもの

では高知縣白滝鉱山に亜ぐものである。鉱量は目下のと

ころ，多くはないが，品質は比較的良好であり下部岱り

発展が期待出来るので）大に将来性に富む鉱山である。　一

下部への探鉱開発は山勢急である爲容笏である。唯鉱石

の搬出設備には相当の資材を要するが，之が整う曉には

四國でも有数の莚地となるであらう。（昭和23年4月調

査）
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　　　　　1．序　言1
　　　　　アザイ　』昭和23年4月7口砦部滑石鉱床の概査を行つたので　．

，鴫∫報告する。 同調査には富田光孝を俘つた。調賓に当？て

は東邦タルン株式会肚皆部鉱業所の職員諸氏より，種々

、の便宜を享けた。記して深謝の意を表する。

・　砦部鉱業所の鉱区関係は家の蓮りである。

　　岡山縣試掘登録番号4927番

　　鉱種名石綿

　鉱業権者東邦タルク株式会肚

　鉱区面積165，000坪

　　　2．位置，塗逼及び地勢

砦部鉱業所は岡山縣上房郡砦部町三谷に在り，三谷は

　　　　　　　　　　　ホウコク下費部の北2km，縣道の東方に位置する。伯備線方谷駅．

から乗合自動車で東北へ拶km馳れば下砦部に達する。

下砦部には鉱業所事務所がある。

鉱業所附近は地勢緩慢で海抜船0∬・内外の丘陵地で，

．著るしい谷川もなく冬期降雪少い爲操i業iには甚だ便界Uで

あるが，一方には将来必然的に下部へ掘進するとなると・

竪坑等を考慮せねばならないので・交通・渾搬共に比較　ヌ

的恵まれているに拘わらず，鉱山としては土地低夷に過・

ぎる感がある。

　　　　　3．地．質・「
鉱山附近を構成する地質は秩父古生暦，第三紀層及び

沖積暦とであるが，鉱区外梢々離れて蛇紋岩，石英斑岩，．

・潤緑岩が古生暦を貫いて発蓬する。

秩父古生層は砂岩・頁岩，千枚岩及び石友岩等顔ら成

る。砂岩，頁岩は茶褐色で通常走向N40。W，傾斜70。

SWで酪るが局部的に激曲甚しく・千枚岩に移化する。

石友岩は鉱区の南方に広く発蓬する。

蛇絞岩は鉱区の東北部に規模梢々大なる逆入岩体をな

し』之跡ら分枝した支脈は砂岩，，頁岩等に貫入し，水成
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第1圖　東邦タルク砦部鍼業所位置交通圖

o

　　．岩はこの爲に黒色に変じ，石墨千枚岩状を呈する。石英1

　　琿岩は鉱区の東に，閃緑岩1零北方1と分布するが，直接鉱，

　　床とは関係がない。

、　　　第三紀暦は鉱区西部を南流する中川の洗域に僅かに分

　　布し沖積層に蔽われるび

　　　　　　　　　4・鑛　床＼
　　　鉱床は古生層頁岩千枚岩を貫く脈状滑石で多数の露頭

　　がある。便宜上鉱区の北部三谷部落に近い部分を双葉地

　　区，鉱区の南部を本坑地区と仮称する。

　　　双葉地区では部落地並から高さ約50mの丘陵があり，

　　その上部に発見された露頭下部に2本の鑓押坑道を設け

　　て姫路のく松本某が最近迄採掘して居つた。坑道延長

　　150mに蓬したが，石筆採掘の旧坑に逢着両盤脆盤弱稼
　　行困難の爲中止したのそある。東邦タルク会肚ぼ同一脈

　・の下部を鑓押坑道26m，を設けて採掘中である。鉱脈は

　　走向N50。W，傾斜80。SWで，脈幅約1mで，膨縮す

　　るが引立では2本に分岐し2mの黒色千枚岩を挾む◎脈

　　に接近，した両盤は著るしく黒変し石墨様となる◎蛇紋岩

　　はζ全く認められないが，恐らくその小岩脈が完全に滑石

　　’に交代されたも弔であろう。

　　　本坑地区では鉱脈数少くも8條はあり，うち4條を鑓

　　押し坑道を設けて採掘中である。この地区の略中央を通

　　る切畑谷附近に走向N50。翠に走る一断磨が考えちれ

るo・

　一坑断履の北に一坑，上一坑を設けて1脈を鑛押レ

ている。脈幅2mに及ぶところもあるo断層に近い爲脈、

o）方向は定まらないが，その走向略N600W，傾斜SW

である。更に北へ準み断暦より遠ざかればやがて脈の方　，

向も定まるであそ）うo　　　　　　　　　　　　　l

　大質坑　断層の西部の丘陵地に露頭があり～旧時この

部で石筆材を採掘し爲に土地が陥没している。大口坑は．

この鑓先下部から錨入を設け17mで脈幅1．3m1の脈に‘

中つた。脈は砂質頁岩を母岩とし走向Nloo：E，傾斜

4：20SEであるo、

　本坑　大口擁の西南にあり，千枚岩中の一脈に鑛入‘

13．5mで着脈している。脈幅丘】，走向N10。：E，傾謁一

如9SEで，着脈後20mを掘進探掘している。鉱脈の両

・盤の千枚岩は全く黒変し石墨千枚岩様となる。

　鉱生坑。本鉱脈と平行脈でヂその上部3mの箇所に介

在し，鑓押し約29inに及んでいるQこれ等本坑友び鉢『

生坑の脹は露頭近くで露天掘を行つたこともある。

　これ等の外・未探鉱の鉱脈少くも3本はある。双葉坑．

の西丘陵地の頂には旧時石筆探掘の跡があり，これ等も

将来有力な稼行の対象となるであろう。鉱脈を鑓押しす

る場合，蛇紋岩に脈が交代されたものとすれば，脈の膨，

縮は極めて変化に富むものであろう。

　　　　　　5。鑛石及び鼻位
　鉱石のうち双葉坑蓬のものは黒色の來維物多く充分の

手選を行わねばなうなかつたが・調査後の報告によれば『

鑓押し進み深部に行くに從つて次第に品質良好となる傾、

向にあると云うo本坑区域の鉱石は：全般に．良質で淡緑色、

を幣酌瓢色の縞はあるが，多少手選を施せば國内では『』

優秀の部に属するものである。

・本所に於て1級品なるものを分析した結果は次の如ぐ．

である。

　　　　　　　　No．1　　　No．2
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　　　　　　6．鑛　量
・双葉地区では丘陵地を貫く鉱脈で上部も下部も採掘困

難と認め，且つ探鉱坑道師採掘坑道なQで，推定鉱量の算

定しか望めない。双葉坑では上部へ10m，延長50mと見

倣し，本坑地区では，上部への弔均30m，延長を，100m

として算定し，本坑地区の一坑は脈一定せ擾ので，その

算定は差擦つ・たo　』　　　　　・　　　　　・　’

各鉱脈の推定鉱量は次の如くで易る。

　　　　延長　高低　脹幅　鉱石の　　鉱量
　　　　（m）　（m）　（m）　比重、　（t）
　、救葉脈50×10×1・0×2・7＝1・4×103

　大口脈 70×30×1．3×2．7＝7・4×103
　⇒本脈100×30×0．7×2．7＝5・プ×憲q3
　鉱生脈　100×20×LO×2・7，＝＄・1×103「

　　　　　　　　　合計　　・2．3×103
となり採掘及び選鉱の実牧率を60％とすれば，精鉱埋

藏量恭勺1万4千tと見込まれるo　’、　　．　　　　◆

　上記の算定は喜時の情況から行つたので，更に下部の

開発が進み，叉位の露頭で稼行可能のものが発見され瓦

ば当然鉱量は壇加するものである。

　　　　7．潰箆及び調査當時の情況、

　砦部鉱床は旧時石筆材を採掘した処より昭和湘年9・

月新に探鉱調査が行われ，東洋タルク株式会祉の創立を

見，向年11月より出鉱するに至つたQ月別産額は次の

通りQ

　　11月　12月　，1月，明　3月20迄
一 ．156t180七150t75t　105t、
　労務者は牛農で登録者50名，内出勤者36名（内選鉱・

婦10名）であつた。

鉱石は擦掘場から縣道迄約500mは杁詰にして人が負

ひ，これから方谷駅まで16kmを貨物自動車にて搬出・．

駅渡しで大阪方面へ責鉱していた。又一部の鉱石は新見

の製湯工場を借りて粉孫し費鉱していた。

　　　　　8．結語及び意見
　砦部の鉱床は鉱量滑石としては豊富とは言い難いが，

当分稼行には充分であり，鉱石の品位も優れているので’

関西方面の需要の幾割かは供給し得ると思考する。今後

　　　　　　　　　　　　　　　ン・ほ更に探鉱を進め露頭発見に努めるべきであろう。此処

で尤も支障となるは蓮搬で，特に現場から縣道迄の搬出

は短距離に狗わらず多額の費用を要するので，早急に貨

物自動車を乗入れの道路建設，種込場の建誰，出来得べ

くんば自家用製粉工場建設迄行うのが望ましい情灘であ，

つた。（昭和23年4月調査）
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　　　　　　1．’繕　言
昭和23年7月，徳島縣勝浦炭田を概査むたのでそφ

概要を報告するo

本淡田内1ヒ分布する淡砿は，東より次の如くである。

　徳島炭山　（石原産業：K・K・・試登2～77号）・』

　辰ケ谷炭砿　（矢間房太郎・採登60号）

　勝浦炭砿　（四國炭業：K．K。・試登1906号・他）

　高鉾炭砿　（宮本梅二郎・試登22弼号）

　編原炭砿　（橘井四郎・試登2虹1号），

　　　　2。位置・交遍及び地形
勝浦炭田ほ，徳島縣勝浦郡の中央を北東方向に洗れる

・39イ155）＼




